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●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
ついては、公共の福祉に反しない限り、立法そ
の他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。
第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、すべての
生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めなければならない。

（毎月１日発行）（毎月１日発行）
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☆組織の概況（1月31日現在）　組合員総数　5万2019人（1月の新加入者93人）　出資金総額　15億5043万5800円（1人平均　2万9805円）

　
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
発
表
で

は
青
森
県
は
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
19

年
連
続
で
47
都
道
府
県
中
最
も
高
く

（
逆
に
一
番
死
亡
率
が
低
い
の
は
長
野

県
）、
特
に
胃
が
ん
、
肝
が
ん
、
大
腸

が
ん
と
い
っ
た
消
化
器
が
ん
の
死
亡
率

が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
青
森
県
の
が
ん
死
亡
率
が
高

い
要
因
と
し
て
は
高
い
飲
酒
率

や
喫
煙
率
も
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
検
診
受
診
率
や
、
二
次
精

査
受
診
率
が
低
く
治
療
可
能
な

早
期
の
段
階
で
発
見
さ
れ
ず
、

か
な
り
進
行
し
て
か
ら
病
院
を

受
診
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
死
亡
率
を
改
善
す
る

た
め
に
早
期
診
断
が
や
は
り
重

要
で
あ
り
、
定
期
的
に
検
診
を

受
け
る
こ
と
で
早
期
発
見
に
繋

が
り
ま
す
。

　
食
生
活
の
欧
米
化
（
肉
中
心

の
食
生
活
、
野
菜
不
足
、
運
動

不
足
）
が
大
腸
が
ん
の
リ
ス
ク

を
高
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
は
現
在
日
本
人
の
大
腸

が
ん
死
亡
率
は
ア
メ
リ
カ
を
上

　
こ
れ
ま
で
「
救
急
」
と
「
リ
ハ
ビ
リ
」
を
２
つ
の
柱
と
し
、
救
急
の
受
け

入
れ
数
や
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供
数
・
ス
タ
ッ
フ
数
は
地
域
で
一
番
多
く
、
今
後

も
強
み
と
し
て
い
き
ま
す
が
、
も
う
一
つ
大
き
な
柱
と
し
て
消
化
器
系
疾
患

対
応
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
第
３
の
柱
「
消
化
器
セ
ン
タ
ー
」
の
誕
生
で
す
。

　
消
化
器
系
疾
患
に
対
し
て
は
、
弘
前
大
学
と
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
健
生

病
院
で
全
体
の
25
％
ず
つ
対
応
し
て
お
り
、
２
０
２
２
年
度
の
手
術
件
数

（
内
視
鏡
・
開
腹
の
合
計
）
は
地
域
で
最
多
で
し
た
。
患
者
さ
ん
に
負
担
を

か
け
な
い
内
視
鏡
手
術
は
弘
前
大
学
に
次
い
で
２
番
目
で
す
。
３
月
に
は
内

視
鏡
シ
ス
テ
ム
を
追
加
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
内
視
鏡
検
査
に
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。�
（
健
生
病
院
院
長
・
竹
内
一
仁　
１
月
号
座
談
会
か
ら
）

　

健
生
病
院
は
、
消
化
器
内

科
・
外
科
い
ず
れ
に
お
い
て
も

非
常
に
質
の
高
い
診
療
や
手
術

を
行
っ
て
お
り
、
も
と
も
と
お

互
い
に
連
携
し
な
が
ら
治
療
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
の

中
で
は
消
化
器
診
療
の
イ
メ
ー

ジ
が
ほ
と
ん
ど
定
着
し
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
健
生
「
消
化
器
セ
ン

タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
で

「
消
化
器
と
い
え
ば
健
生
病
院
」

が
地
域
に
定
着
し
、
皆
さ
ん
の

健
康
な
生
活
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
消
化
器
内
科
・
千
葉
大
輔
）

回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が

国
を
挙
げ
て
大
腸
が
ん
撲
滅
対
策
を
実

施
し
、
便
潜
血
検
査
、
大
腸
内
視
鏡
検

査
、
ポ
リ
ー
プ
切
除
、
大
腸
Ｃ
Ｔ
検
査

の
受
診
率
向
上
、
食
生
活
な
ど
の
生
活

習
慣
を
改
善
し
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

報
共
有
や
連
携
が
し
や
す
く
、
内
科
と

外
科
の
患
者
さ
ん
の
移
動
も
楽
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
前
述
の

よ
う
な
治
療
選
択
を
内
科
と
外
科
が
緊

密
に
連
絡
す
る
こ
と
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
４
年
３
月
に
は
内
視

鏡
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
予
定
し

て
お
り
、
検
診
や
早
期
発
見
に
欠
か
せ

な
い
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
を
１
台
追
加
導

入
し
、
こ
れ
ま
で
の
検
査
室
の
１
室
を

拡
張
し
（
少
し
だ
け
で
す
が
）
広
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
内
視
鏡
検

査
へ
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

が
ん
死
亡
率

が
ん
死
亡
率  
全
国
一
高
い
青
森
県

全
国
一
高
い
青
森
県

��
早
期
診
断
の
重
要
性

早
期
診
断
の
重
要
性

消
化
器
内
科
と
外
科
の
連
携
を
深
め

消
化
器
内
科
と
外
科
の
連
携
を
深
め

��

内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
を
拡
充

内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
を
拡
充

今
後
と
も
医
療
の
質
を

今
後
と
も
医
療
の
質
を

高
め
　
健
康
な
生
活
に

高
め
　
健
康
な
生
活
に

��

貢
献
し
ま
す

貢
献
し
ま
す

開
設
し
た

開
設
し
た

「
消
化
器
セ
ン
タ
ー
」

「
消
化
器
セ
ン
タ
ー
」
の
強
み

の
強
み

第
３
の
柱

第
３
の
柱
「
消
化
器
セ
ン
タ
ー
」

「
消
化
器
セ
ン
タ
ー
」
の
強
み
！

の
強
み
！

� 2024 年 3月 1日

役員立候補者の推薦についての公告
津軽保健生活協同組合　理事長　伊藤真弘

第99回通常総代会において津軽保健生活協同組合の役員選任を行います。
選任にあたり、理事会は役員推薦委員会を設置し、その推薦を受けて役員選任議案を通常総代会
に提案します。
役員候補者となることを希望する組合員は、役員推薦委員会の推薦を受けることが必要です。
役員候補者の推薦に先立ち、組合員の申し出の手続きについて、定款及び役員選任規約第 5条第
5項に基づき、下記の事項を公告します。

記
１．役員選任を行う総代会の日時及び場所
　第99回通常総代会　2024年6月18日（火）　午後12時30分～
　「藤崎町文化センター」　藤崎町大字西豊田一丁目１番地

１．定数
　　◦地域区分選出の理事定数は、23名以上、28名以内
　　◦全体区分選出の理事定数は、12名
　　◦全体区分選出の監事定数は、3名以上、5名以内

１．役員立候補を希望する場合の申し出の受付方法及び申し出の期限
　　①受付方法
　　◦�申し出にあたっては、所定の用紙に必要事項を記入の上、役員推薦委員会委員長（事務局は生協

本部総務部）宛てにお届けください。
　　◦�地域区分からの理事立候補にあたっては、選任区内の支部三役（支部長・副支部長・事務局長）

および総代の中から２名の推薦が必要となります。
　　◦�いずれの用紙も事務局（生協本部総務部）に備えています。
　　◦�尚、総代ほか定款及び役員選任規約第４条に該当する方は役員の候補者となることができません。
　　②申し出の期限は、2024年 3月 1日午後 0時から2024年 3月 15日午後 0時とします。

選任区 支部名 理事定数 選任区 支部名 理事定数

第１区 時敏支部、和徳支部、北東支部 3 第11区 尾上支部、田舎館支部 1
第２区 河西支部、下町支部 2 第12区 平賀支部、大鰐・碇ヶ関支部 2
第３区 三大支部、文京支部、大成支部 2 第13区 浪岡支部 2
第４区 四中りんご支部、四中さくら支部 1 第14区 藤崎支部、常盤支部 1
第５区 五中支部、東中支部 2 第15区 鶴田支部、板柳支部 1
第６区 南支部、南中央支部、南石川支部 1 第16区 五所川原支部 2
第７区 北支部 1 第17区 中里支部、小泊支部、市浦支部、金木支部 1
第８区 岩木支部 1 第18区 木造新田支部 1
第９区 相馬支部、目屋支部 1 第19区 鰺ヶ沢支部、深浦・岩崎支部 1
第10区 黒石支部 2

　
例
え
ば
大
腸
が
ん
の
大
腸
閉
塞
に
対

し
て
は
腸
管
ス
テ
ン
ト
治
療
や
、
人
工

肛
門
造
設
術
が
行
わ
れ
ま
す
。
ス
テ
ン

ト
治
療
は
内
科
で
行
い
ま
す
が
、
人
工

肛
門
造
設
は
外
科
が
担
当
し
ま
す
。
ど

ち
ら
の
治
療
が
適
し
て
い
る
か
は
患
者

さ
ん
の
状
態
や
腸
管
の
状
態
に
よ
り
決

定
さ
れ
ま
す
。

　
「
消
化
器
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た

狙
い
は
消
化
器
内
科
と
外
科
、
そ
し
て

集
中
治
療
室 

（
Ｈ
Ｃ
Ｕ
）
が
３
Ｆ
フ
ロ

ア
に
集
約
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
間
で
の
情

　
健
生
病
院
は
消
化
器
系
疾
患
の
早
期

発
見
や
治
療
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
医
師
の
連
携
強
化
を
図
り
、
医
療
の

質
を
高
め
て
い
く
目
的
で
消
化
器
内
科

と
外
科
の
病
棟
を
再
編
し
て
機
能
を
融

合
さ
せ
た
「
消
化
器
セ
ン
タ
ー
」
を
２

０
２
３
年
11
月
１
日
付
で
３
Ｆ
フ
ロ
ア

に
開
設
し
ま
し
た
。
消
化
器
疾
患
は
内

科
・
外
科
と
明
確
に
担
当
す
る
分
野
が

分
か
れ
て
い
る
疾
患
は
少
な
く
、
双
方

が
協
力
す
る
こ
と
で
円
滑
に
適
切
な
治

療
法
が
選
択
さ
れ
ま
す
。

消化器センターの一部　内視鏡室とスタッフ消化器センターの一部　内視鏡室とスタッフ
右から３人目　副院長 消化器内科・千葉大輔医師右から３人目　副院長 消化器内科・千葉大輔医師
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能
登
半
島
地
震
発
生
以

来
、
そ
の
後
の
現
地
の
模
様

が
テ
レ
ビ
で
毎
日
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
ご
冥
福
と
と
も
に
、
今

も
避
難
所
で
不
自
由
を
忍
ん

で
い
る
方
々
の
一
日
も
早
い

復
旧
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
支
援
物
資
が
な
か
な
か
届

か
な
い
被
災
地
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
ニ
ュ
ー
ス
の
中
の

言
葉
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
届

き
に
く
い
」「
十
分
届
か
な

　まず、総合診療という言葉を聞い
たことがありますか？　知らなかっ
たという方も知っていたという方
も、総合診療科と聞くとどんなイ
メージをお持ちでしょうか？　名前
が違うだけで一般内科と同じ、どこ
の科を受診すればいいか分からない
ときに行く科、何でも誰でも診る科、
何でも診るけど専門的なことはでき
ない科、など様々なイメージがある
と思います。しかしながら、消化器
科なら胃や大腸などの消化器を診
る、循環器科なら心臓などの循環器
を診るなどの他科に比べると具体的
に何をしているかは分かり難いのが
正直なところと思います。上記の法
則でいくと“総合的に”診る科とな
ります。そこで、“総合”の意味を
調べると、①別々の物事を一つにま
とめること、②様々な事情を加味し
大所高所（広い視点や大きな観点）
から判断すること、③全般的・全体
として、などとでてきます。要する
に総合診療科とは、全般的に、別々
の物事をひとつに纏

まと

め、様々な事情
を加味し全体的に診る科ということ
になります。更に詳しくすると、年
齢や性別、臓器にとらわれることな
く全般的に診ること、身体の健康問
題のみならず精神や、家族状況や経
済状況などの社会的な問題も加味し

纏めて診るということです。
　世界保健機構（WHO）では“健康”
の定義を「肉体的、精神的及び社会
的に完全に良好な状態であり、単に
疾病又は病弱の存在しないことでは
ない」としています。また例を挙げ
ると、なかなか血糖値が下がらない
糖尿病の方において、仕事や家庭な
どの社会的な問題がストレスとな
り、それを紛らわせるために過食と
なり血糖が高くなる、糖尿病による
痺れや視力低下などが生活や仕事の
支障となり心理的・社会的問題に繋
がるというように、それぞれの問題
は独立しているものではなくお互い
に影響し合っています。身体的な問
題の解決のためには精神的、社会的
問題について介入が必要となること
もあり、また解決困難な身体的問題
が他の因子への介入により、解決に
繋がることもあります。漠然とした
イメージから、“誰でも（年齢、性別、
臓器によらず）、何でも（身体的問
題だけでなく、精神、社会的にも）
診る科”と少しでも具体的に何をし
ている科なのか感じて頂けたでしょ
うか。勿論他科の医師や、看護師、
薬剤師などの様々な職種の方と連携
していますので、身体的な問題の他、
精神的、社会的な不安や疑問なども
総合診療科にご相談下さい。

総合診療科　科長 宮原　圭佑

総合診療科って何ですか？

医師医師かからのらの紙ヒコーキ紙ヒコーキ ⑥⑥
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各

支

部

予

定

各

支

部

予

定

３/５（火）　河西支部　�活動者交流集会
� ●からんころん温泉
３/９（土）　文京支部　活動者交流集会●城南会館
３/10（日）　鰺ヶ沢・深浦岩崎支部　組合員交流集会
� ●板柳町青柳館ふるさと温泉
３/13（水）　東中支部　�おしゃべりハウス
� ●城東団地集会所
３/14（木）　五中支部　�活動者交流集会
� ●板柳町ふるさとセンター
３/14（木）　黒石支部　活動者交流集会
� ●スポカルイン黒石
３/22（金）　時敏支部　組合員交流集会
� ●板柳町青柳館ふるさと温泉
３/23（土）　南石川支部　支部総会●やすらぎ温泉
４/12（金）　金木支部　支部総会●川倉の湯っこ
４/13（土）　木造新田支部　支部総会●じょっぱり温泉

1
月
度
定
例
理
事
会

（
1
月
30
日
）

【
報
告
事
項
】

⃝

１
月
度
の
主
な
経
過
報
告
と
２
月・３
月
・

４
月
の
主
な
行
事
予
定

⃝

専
門
委
員
会
報
告

⃝

12
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

12
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

⃝

青
森
県
医
療
事
業
協
同
組
合
理
事
会
報
告

⃝

青
森
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
理
事
会
報
告

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

２
０
２
３
年
度
住
所
不
明
組
合
員
の
み
な

し
自
由
脱
退
処
理
に
関
す
る
件

⃝

半
日
勤
務
時
間
変
更
に
伴
う
各
種
規
則
・

規
程
の
改
定
に
つ
い
て

⃝

役
員
推
薦
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

⃝

「
第
99
回
通
常
総
代
会
」
の
招
集
に
つ
い
て

⃝

第
73
期
役
員
選
任
区
分
と
区
分
ご
と
の
定

数
に
つ
い
て

　
〔
協
議
事
項
〕

⃝

監
事
監
査
規
則
の
改
定
な
ら
び
に
監
事
監

査
基
準
の
報
告
に
つ
い
て

応 募 方 法
▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
て
下
さ
い
。
二
重
の
枠

の
中
に
入
っ
た
文
字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉
（
答

え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」

や
、
日
頃
の
想
い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ
い
。
お

た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
3
月
10
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10
人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を

お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５　
弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　

Ｅ
メ
ー
ル　

kenkou@
tsugaru-health.coop

1

5

6

2

 

 

7

4

 

3

《ヒント》（４文字）
言葉の贈り物

抽
選
で
次
の
10
名
の
方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

�

（
敬
称
略
）

（
弘　

前　

市
）　

石
岡　

昭
子

　
　
　
　
　
　

藤
田　

久
恵

　
　
　
　
　

藤
田　
　

恵

　
　
　
　
　
　
　

米
澤　

ま
み

（
青　

森　

市
）　

石
村　

愛
子

（
平　

川　

市
）　

古
川　

靖
子

（
黒　

石　

市
）　

田
名
部
幸
子

（
五
所
川
原
市
）　

清
水
ふ
み
よ

（
大　

鰐　

町
）　

香
田　

龍
馬

（
深　

浦　

町
）　

一
戸
千
夏
子

1

5

6

2

 

 

7

4

 

3

シ

ヨ
ア
ケ

オ
ウ
リ
ン

リ

ド

ス

ホ
コ
ウ
キ

エ
ン
ロ

ル

第
733
号
（
2
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
ウ
ル
ウ
ド
シ
＝
う
る
う
年
」

２
手
足
を
広
げ
て
木
か
ら
木

へ
滑
空
す
る
動
物

３
互
い
が
同
じ
こ
と
を
繰
り

返
し
て
埒
が
明
か
な
い
。

―
―
―
ご
っ
こ

４
女
雛
と
男
雛
の
下
に
控
え

て
い
ま
す
。
三
人
―
―
―

―
５
千
円
、
五
千
円
、
一
万
円
。

今
年
７
月
に
デ
ザ
イ
ン
が

変
わ
り
ま
す

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

１
日
本
の
伝
統
衣
裳

４
仕
事
が
一
区
切
り
つ
い
て

―
―
の
荷
が
下
り
る

５
草
津
、
別
府
、
下
呂
と
言

え
ば
、
日
本
有
数
の
―
―

―
―
―

６
生
ま
れ
な
が
ら
の
性
質
。

人
間
の
―
―

７
３
月
を
和
風
に
言
う
と

２
０
２
４ 

組
合
員
の
声

い
な
か
」
と
い
う
言
い
方

で
、
支
援
活
動
が
懸
命
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
分
か
る
の

が
、
私
に
と
っ
て
心
の
救
い

で
し
た
。

　

人
為
的
に
起
こ
す
戦
争

が
、
自
然
災
害
よ
り
も
残
虐

な
原
因
の
一
つ
は
、
救
援
行

動
の
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
私
が
そ
の
こ
と
に
気
付

い
た
の
は
、
三
陸
津
波
の
大

地
震
の
時
で
し
た
。
仙
台
市

に
住
ん
で
い
た
知
人
の
地
域

に
、
最
初
に
届
い
た
飲
料
水

は
、
岡
山
県
か
ら
の
給
水
車

だ
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
う

だ
、
ど
ん
な
ひ
ど
い
自
然
災

害
で
も
、
日
本
列
島
全
部
が

同
時
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
戦
争
は
、
全
国
土
・
全

国
民
を
戦
災
地
・
戦
災
者
に

し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
日
ご
と
に
記
憶
力
が
薄
れ

て
い
く
91
歳
の
私
が
、
忘
れ

ま
い
と
心
に
貼
り
付
け
て
い

る
文
言
が
あ
り
ま
す
。
幕
末

の
福
島
の
百
姓
一
揆
の
指
導

者
、
菅
野
八
郎
（
か
ん
の
は

ち
ろ
う
）
の
言
葉
で
す
。

七
年
の
飢
餓
に
あ
う
と
も

一
年
の
乱
に
あ
う
べ
か
ら
ず

 

戦
争
は
天
災
よ
り
も
恐
ろ
し
い

�

佐
藤
き
む
（
下
町
支
部
）たくさんの拍手で閉会たくさんの拍手で閉会

　
弘
前
市
桜
温
泉
で
「
岩
木
支
部
組
合
員
交
流
集

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
組
合
員
17
名
が
参
加

し
、
交
流
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
昨
年
暮
れ
に
手
術
を
し
、
数
日
前
に
退

院
し
た
方
も
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
学
習
企
画
で
は
弘
前
市
西
部
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門

員
の
方
を
講
師
に
お
招
き

し
て
「
認
知
症
に
つ
い

て
」
学
び
ま
し
た
。
最
後

に
櫻
庭
友
子
支
部
長
が

「
み
ん
な
元
気
に
、
助
け

合
い
な
が
ら
、保
健
生
協

を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
、
記
念
撮
影

を
し
て
終
了
し
ま
し
た
。�

（
事
務
局
長
・
佐
藤　
久
）

岩
木
支
部
組
合
員
交
流
集
会

岩
木
支
部

１
／
15
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岡
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　米
澤

　ま
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青
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　石
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子

（
平

　川

　市
）

　古
川

　靖
子

（
黒

　石

　市
）

　田
名
部
幸
子

（
五
所
川
原
市
）

　清
水
ふ
み
よ

（
大

　鰐

　町
）

　香
田

　龍
馬

（
深

　浦

　町
）

　一
戸
千
夏
子
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シ

ヨ
ア
ケ

オ
ウ
リ
ン

リ

ド

ス

ホ
コ
ウ
キ

エ
ン
ロ

ル

１
日
本
の
伝
統
衣
裳

４
仕
事
が
一
区
切
り
つ
い
て

―
―
の
荷
が
下
り
る

５
草
津
、
別
府
、
下
呂
と
言

え
ば
、
日
本
有
数
の
―
―

―
―
―

６
生
ま
れ
な
が
ら
の
性
質
。

人
間
の
―
―

７
３
月
を
和
風
に
言
う
と

たくさんの拍手で閉会たくさんの拍手で閉会

（（33）） 健　　　康健　　　康

〒036-8045
弘前市大字野田２丁目２の１

津軽保健生活協同組合
機関紙編集委員会
Ｅメール
kenkou@tsugaru-health.coop

生協活動への率直な生協活動への率直な
ご意見募集中！ご意見募集中！（（５００５００字程度）字程度）
職員からの「声」も職員からの「声」も
お待ちしています！お待ちしています！

2024
組合員の声

困
難
事
例
へ
の
介
入

地
域
連
携
室　
◎
髙
木
佳
那
子

健
生

ク
リ
ニ
ッ
ク

6.
　
黒
石
支
部
の
組
合
員
数
は

昨
年
10
月
末
時
点
で
約
３
１

６
０
名
。
組
合
員
世
帯
数
は

２
７
８
０
世
帯
あ
り
、
手
配

り
部
数
は
約
１
６
３
０
部
、

手
配
り
率
58
％
、
新
聞
手
配

新
し
い
手
配
り
さ
ん
を

ふ
や
す
取
り
組
み

黒
石
支
部
担
当
理
事　
◎
阿
部
陽
子

運
営
委
員　
◎
鎌
田
和
子
、
須
藤
優
子

黒
石
支
部

7.

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

主
治
医
と
の
連
携
の
も

と
、
医
療
処
置
も
含
め
た
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
（
通
い
、
訪

問
介
護
、
訪
問
看
護
、
泊

り
）
を
24
時
間
３
６
５
日
提

供
し
ま
す
。
高
齢
者
の
一
人

　
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
（
カ
ン
タ
キ
）
と
は

医
療
依
存
度
の
高
い
人
や
退

院
直
後
で
状
態
が
不
安
定
な

人
や
在
宅
で
の
看
取
り
支
援

な
ど
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で

の
療
養
を
支
え
る
新
た
な
介

看
護
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
に
つ
い
て

�

看
護
支
援
専
門
員　
◎
平
山
博
章

ナ
ー
シ
ン
グ

ホ
ー
ム
た
ま
ち

8.

〈
は
じ
め
に
〉
当
院
は
、
内

科
、
精
神
科
、
在
宅
療
養

科
、
泌
尿
器
科
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
が
あ
る

外
来
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ

る
。
地
域
連
携
室
で
関
わ
る

相
談
は
、
各
種
制
度
利
用
の

相
談
、
慢
性
疾
患
の
あ
る
方

の
中
断
事
例
、
経
済
的
困
窮

事
例
な
ど
、
内
容
は
多
岐
に

わ
た
る
が
、
特
に
印
象
に
残

り
、
支
援
に
時
間
を
要
し
た

の
が
、
高
齢
の
親
と
精
神
疾

患
の
あ
る
子
ど
も
の
世
帯
の

相
談
だ
っ
た
。

　
院
内
、
院
外
の
多
職
種
の

方
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を

行
っ
た
２
つ
の
事
例
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。

〈
事
例
１
〉

　
80
代
父
、
40
代
息
子
の
２

人
暮
ら
し
。
内
科
を
定
期
受

診
し
て
い
る
父
よ
り
、「
家

に
い
る
息
子
が
歩
け
な
い
」

と
相
談
あ
り
介
入
。
繰
り
返

し
受
診
の
促
し
を
続
け
、
内

科
受
診
→
精
神
科
受
診
に
つ

第13回

後
半
編

後
半
編

お
ら
ほ
の
い
い
ど
ご
発
表
会

お
ら
ほ
の
い
い
ど
ご
発
表
会

お
ら
ほ
の
い
い
ど
ご
発
表
会

お
ら
ほ
の
い
い
ど
ご
発
表
会

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
！

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
！

な
げ
る
。
精
神
科
入
院
を
経

て
施
設
入
所
と
な
る
。

〈
事
例
２
〉

　
90
代
父
、
60
代
娘
の
２
人

暮
ら
し
。
父
の
緊
急
入
院

で
、
娘
が
単
身
生
活
困
難
に

な
り
、
父
の
相
談
支
援
専
門

員
か
ら
の
相
談
で
介
入
。
最

低
限
の
サ
ー
ビ
ス
を
調
整

し
、
自
宅
で
単
身
生
活
と

な
っ
た
。

〈
ま
と
め
〉

　
今
回
の
事
例
に
共
通
し
て

い
る
こ
と
は
、
ど
う
に
も
な

ら
な
い
状
態
に
な
る
ま
で
、

家
族
だ
け
で
抱
え
て
い
た
こ

と
。
家
族
だ
け
で
解
決
し
よ

う
と
、
意
図
し
て
支
援
先
と

つ
な
が
っ
て
こ
な
か
っ
た
の

か
、
つ
な
が
る
す
べ
を
知
ら

な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
ど
ち

ら
で
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
必
要
な
方
が
、
必
要
な
支

援
に
結
び
付
く
よ
う
な
関
わ

り
を
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
。

１
．
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
上
半
期
活
動

　
　
に
つ
い
て�

健
生
五
所
川
原
診
療
所

▼
活
動
実
態
は
よ
く
わ

か
っ
た
が
、
利
用
者
を
増

や
す
た
め
、
い
わ
ゆ
る
営

業
活
動
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
教
え
て
ほ
し

い
。

回
答
：
宣
伝
す
る
た
め
に

チ
ラ
シ
を
法
人
の
事
業
所

だ
け
で
な
く
、
他
の
事
業

所
に
も
配
っ
た
り
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
デ
イ
ケ

ア
の
様
子
を
伝
え
て
も

ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

３
．
当
院
で
の
骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
る
二
次
骨
折

　
　
予
防
の
取
り
組
み�

健
生
病
院
４
階
西
病
棟

▼
症
状
が
出
る
前
の
生
活

改
善
に
つ
い
て
、
詳
し
く

聞
き
た
い
。

回
答
：
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
、
中
で
も
カ
ル
シ
ウ

ム
や
ビ
タ
ミ
ン
D
を
摂
っ

て
も
ら
う
こ
と
。
日
光
浴

を
し
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
自
宅
で
の
片
足
立

ち
、
歩
け
な
い
方
は
椅
子

な
ど
を
使
っ
た
運
動
で
転

ば
な
い
体
づ
く
り
を
心
が

け
る
こ
と
。

　
夜
の
ト
イ
レ
移
動
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
活
用
も
検

討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
班
会
な
ど
で
定
期
的
に

骨
密
度
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

て
も
ら
う
の
も
い
い
で
す

ね
。
身
長
が
縮
ん
だ
、
腰

が
曲
が
っ
て
き
た
と
思
う

方
は
ぜ
ひ
骨
密
度
検
査
を

受
け
て
み
る
の
も
い
い
で

し
ょ
う
。

４
．
ど
の
よ
う
に
し
て
四
課
題
を
達
成
さ
せ
た
か

�

五
所
川
原
支
部

▼
料
理
も
覚
え
た
い
と
結

成
さ
れ
た
メ
ン
ズ
班
。
面

白
い
で
す
。
ど
の
よ
う
な

料
理
を
覚
え
た
の
か
気
に

な
り
ま
し
た
。

回
答
：
１
回
目
は
ス
パ
イ

シ
ー
カ
レ
ー
、
ユ
ズ
巻
き

大
根
、
栗
と
あ
ん
入
り
も

ち
。
２
回
目
は
フ
ェ
イ

ジ
ョ
ア
ー
ダ
（
フ
ラ
ン
ス

料
理
）、
栗
ご
飯
、
ク
ッ

キ
ー
で
し
た
。
次
回
は
ミ

ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
と
キ
ャ
ラ

メ
ル
ア
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ
の

予
定
で
す
。
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。

り
者
は
１
０
５
名
。
組
合
員

数
が
多
く
、
支
部
範
囲
広
い

た
め
、
手
配
り
者
が
一
番
多

い
支
部
だ
が
、
郵
送
地
域
が

複
数
、
手
配
り
部
数
が
多
い

人
も
い
る
。

〈
現
役
職
員
へ
の
手
紙
〉
手

配
り
さ
ん
を
年
代
別
に
す
る

と
20
代
か
ら
50
代
が
14
％
、

60
代
以
上
が
86
％
と
な
っ
て

い
る
。
黒
石
在
住
の
現
役
職

員
が
64
人
い
る
の
で
、
そ
の

方
た
ち
に
手
紙
を
出
し
た
結

果
、
手
配
り
さ
ん
が
３
人
増

え
、
黒
石
診
療
所
も
チ
ー
ム

と
し
て
協
力
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

〈
手
配
り
募
集
チ
ラ
シ
〉
を

作
成
し
、
隔
月
で
「
健
康
」

に
折
り
込
ん
だ
。
チ
ラ
シ
を

見
た
組
合
員
が
「
困
っ
て
い

る
な
ら
私
も
手
伝
い
た
い
」

と
手
配
り
さ
ん
に
な
っ
て
く

れ
、
現
在
運
営
委
員
と
し
て

活
動
し
て
い
る
。

　
生
協
強
化
月
間
中
、
手
配

り
を
す
る
時
に
〈
ひ
と
り
５

軒
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
そ
う
〉

を
合
言
葉
に
、
直
接
声

を
か
け
、
手
配
り
協
力

の
お
願
い
を
し
た
。
ひ

と
り
ひ
と
り
声
を
か
け

呼
び
か
け
て
い
く
大
切

さ
を
再
認
識
し
た
。

〈
今
後
の
課
題
〉

●
手
配
り
部
数
が
多
い

人
を
減
ら
し
、
無
理
な

く
続
け
ら
れ
る
活
動
に

し
た
い
。

●
郵
送
部
数
を
少
な
く

し
、
見
守
り
の
“
目
”

を
増
や
し
た
い
。

暮
ら
し
や
「
老
々
介
護
」
が

増
加
し
、
在
宅
療
養
を
地
域

で
支
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
医
療
依
存
度
が

高
く
て
も
、
住
み
慣
れ
た
場

所
で
在
宅
療
養
を
望
む
方
の

思
い
に
答
え
る
た
め
、
２
０

１
２
年
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
制
度
創
設
時
の
名
称

「
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」
は
２

０
１
５
年
４
月
に
「
看
護
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
事
業
所
ナ
ー
シ
ン
グ

ホ
ー
ム
た
ま
ち
は
２
０
２
０

年
４
月
に
開
設
し
「
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
支
援
す
る
」、「
必

要
な
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
」、「
利
用
者
、

家
族
の
意
思
を
尊
重
し
な
が

ら
最
後
ま
で
支
援
す
る
」
を

理
念
に
掲
げ
利
用
者
、
家
族

の
意
向
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
が
ん
末
期
の

方
、
老
衰
と
な
り
自
宅
で
最

後
ま
で
過
ご
し
た
い
方
、
自

宅
へ
の
退
院
に
自
信
が
な
い

方
（
退
院
直
後
は
し
ば
ら
く

「
泊
り
」
を
利
用
し
徐
々
に

「
通
い
」
や
「
訪
問
介
護
」、

「
訪
問
看
護
」
を
利
用
し
自

宅
で
生
活
す
る
）、
持
病
の

悪
化
が
見
ら
れ
て
も
入
院
せ

ず
往
診
を
受
け
自
宅
で
過
ご

し
た
い
方
、
医
療
機
器
類
を

使
用
し
て
い
る
、
医
療
処
置

が
必
要
と
さ
れ
る
方
（
経
管

栄
養
、
点
滴
、
膀
胱
留
置
カ

テ
ー
テ
ル
、
在
宅
酸
素
療

法
、
喀
痰
吸
引
、
イ
ン
ス
リ

ン
注
射
、
褥
瘡
、
排
便
等
の

処
置
、
麻
薬
使
用
な
ど
）、

認
知
症
を
患
っ
て
い
る
方
、

独
居
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方

（
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
方

も
含
む
）
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
利
用
条
件
と
し
て
弘
前
市

在
住
で
あ
る
こ
と
、
要
介
護

１
～
５
の
判
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
一
度
の
契
約
で
４
つ

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
こ

と
、
ケ
ア
マ
ネ
―
ジ
ャ
ー
が

付
く
こ
と
、
４
つ
の
サ
ー
ビ

ス
を
い
つ
で
も
自
由
に
組
み

合
わ
せ
て
利
用
で
き
る
こ
と

な
ど
利
用
者
、
ご
家
族
の
そ

の
時
の
状
況
に
応
じ
て
臨
機

応
変
に
対
応
で
き
る
こ
と
も

特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。



2024年３月１日（金）　第734号

地域連携室　℡0172-36-5181

藤代健生病院 家族教室のご案内

時　間＊９時30分～11時30分の開催です。
［参加希望の方は下記までご一報を！］

依存症治療プログラム
（ARP）について
◦3月9日（土）

講師：竹田沙織　精神保健福祉士

（4）健　　　康

すくすくエンジェル

・住所、氏名が変わった時…。

・引っ越しされた時…。

・�「健康」新聞が２部届いている時…。

・�組合員がお亡くなりになられた時…。

津軽保健生活協同組合　組織部
電話0172-35-8933

このような時、ご連絡ください

中村　凪
なぎ

ちゃん
かわいすぎて困っちゃ
う♡みんなのアイドル
♡大きく育ってね！

後藤　暉
き な

命ちゃん
健康にたくさん大き
くなってね！

五十嵐　琴
こ と

都ちゃん
にぃにとねぇねに負け
ず大きくなってね♡

久米田　多
た お

緒ちゃん
愛してる♡

本間　唯
ゆ い か

華ちゃん
毎日かわいい笑顔が
みれてママもパパも
幸せだよ!!

對馬　琉
る と

人ちゃん
お兄ちゃん達と仲良く、
元気に成長してね♡

岡田　千
ち ず み

澄ちゃん
はるちゃんと仲良く、
すくすく育ってね！

高田　啓
ひらく

ちゃん
産まれてきてくれてあり
がとう。家族5人で楽しい
こといっぱいしようね♡

田中　蒼
あ お と

士ちゃん
にぃにと仲良く、元
気に育ってね！

前田　叶
か な と

翔ちゃん
うまれてきてくれて、
ありがとう♡3兄弟、
なかよくね♡

４ヵ月健診の
あかちゃんたちです

　
１
月
20
日
、
健
康
の
森
花

岡
プ
ラ
ザ
に
て
常
盤
支
部
新

年
会
・
交
流
集
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
雪
が
降
り
積
も

る
日
で
し
た
が
、
17
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
開
催
前
に
ベ
ジ
チ
ェッ
ク
で

参
加
者
の
野
菜
摂
取
量
を
測

定
。
12
点
満
点
中
５
・
６
が

平
均
値
で
あ
る
中
、
11
・
８

と
い
う
結
果
の
方
も
い
ま
し

た
。
話
を
伺
う
と
、
毎
日
自

分
の
畑
で
育
て
た
採
れ
た
て

野
菜
摂
取
の
秘
訣
を
学
ぶ

常
盤
支
部

新
年
会
・
交
流
集
会

１
／
20

の
野
菜
を
食
べて
い
る
と
の
こ

と
。
周
り
か
ら
「
そ
の
野
菜

を
料
理
し
て
く
れ
る
奥
さ
ん

の
お
か
げ
で
も
あ
る
ね
」
と

の
声
も
あ
り
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
測
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
測
定
後
は
、
柴
田
学
園
大

学
か
ら
前
田
朝
美
教
授
を
お

招
き
し
、「
生
活
習
慣
病
予

防
と
時
間
栄
養
学
」
に
つ
い

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
栄
養
・
運
動
・
休
養
の

健
康
バ
ラ
ン
ス
だ
け
で
な

く
、
生
命
活
動
を
司
る
体
内

時
計
を
中
心
に
、
い
つ
・
何

を
・
ど
の
よ
う
に
食
べる
の
が

大
切
か
、
実
験
を
交
え
て
分

か
り
や
す
く
お
話
さ
れ
ま
し

た
。
前
田
教
授
の
講
演
は
非

常
に
好
評
で
、「
ま
た
講
演

（
編
集
部
か
ら
）
能
登
半
島

震
災
関
連
の
お
便
り
は
10
通

あ
り
ま
し
た
。

1人当たり　エネルギー　100kcal　塩分　0.4g

楽しい お料理楽しい お料理
☆献立紹介…
藤代健生病院
管理栄養士

三浦　栄子
～安価で高たんぱくの鶏むね肉を　高齢者でも容易に
　　　　嚙み切れるよう、軟らかく仕上げました。～

しっとり鶏ハムのニラ香味だれ
＜材料４人分＞
鶏むね肉１枚（約250g）
下味用（おろし生姜小さじ１、塩・砂
糖少々、水50㏄）
もやし100g
白ごま小さじ１/２
【ニラ香味だれ】
ニラ１/3束（約30g）　ごま油小さじ１/２、
醤油大さじ１/２、酒小さじ１、砂糖小
さじ１/２、おろし生姜１/２、酢小さじ１/２、
コチュジャン小１/２、ラー油少々
＜作り方＞
❶ニラ香味だれを作る。ニラは洗って
細かく切る。鍋にごま油を熱し、ニラ
を炒め、他の調味料を入れてひと煮立
ちしたら火を止め、冷ましておく。
❷もやしはさっと茹でておく。
❸鶏むね肉は皮付きのまま、中央から
両側に開き、半分の厚さにして味がし
みこむよう、フォークで数か所穴をあ
ける。下味用の調味料を合わせて鶏肉
を15分漬け、余分な水分をキッチン
ペーパーで軽くふき取り、ラップを敷
いた上に乗せて巻きこむ。さらにもう
一度ラップで巻く。アルミホイル２枚
を準備してさらに巻き、巻き終わりを

折りこんでおく。
❹鍋にたっぷりの湯を沸かし、❸を中
火で10分茹で、火を止めて蓋をし、
そのまま30分おく。湯を切って粗熱
が取れたら冷蔵庫で１時間ほど冷や
し、アルミホイルとラップを外して
１㎝位の厚さに切る。
❺皿に茹でたもやしを敷き、鶏ハムを
並べて❶のニラ香味だれをかけ、白ご
まをふりかけて出来上がり。

し
て
欲
し
い
」
と
の

声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
皆
で
食
事
を
し
た

後
は
、
入
浴
や
組
合

員
が
考
え
て
き
た

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、

日
頃
の
労
を
ね
ぎ

らって
い
ま
し
た
。

（
組
織
部
・
齋
藤
淳
一
）

　

笑
顔
の
買
い
物
客
、

街
は
活
気
で
い
っ
ぱ
い
。

平
川
市　

船
水
ゆ
き
子

平
川
市　

船
水
ゆ
き
子

旧
正
マ
ッ
コ
市

旧
正
マ
ッ
コ
市

　

昨
年
の
12
月
に
娘
が
、
今

年
の
１
月
に
友
人
が
健
生
病

院
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
全
職
員
の
き
ち
ん
と
し

た
態
度
に
安
心
し
て
入
院
生

活
を
送
れ
ま
し
た
。
設
備
が

整
っ
て
い
て
、
環
境
も
申
し

分
な
く
、
感
謝
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 弘

前
市　

雪
桜

弘
前
市　

雪
桜

安
心
の
入
院
生
活

安
心
の
入
院
生
活

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
受
け
る
た
め
に
病
院

を
訪
れ
た
も
の
の
、
本
来
受

診
す
べ
き
「
健
診
」
を
何
年

も
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
勤
め

て
い
る
と
き
は
毎
年
受
け
て

い
た
の
に
。
現
実
か
ら
の
逃

避
と
い
う
か
…
。
今
年
の
春

に
は
行
動
を
起
こ
そ
う
と
、

自
分
に
言
い
き
か
せ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

五
所
川
原
市　

ゴ
ン
ベ

五
所
川
原
市　

ゴ
ン
ベ

健
診
に
行
こ
う

健
診
に
行
こ
う

　

年
明
け
早
々
、
多
難
な
１

年
を
予
期
さ
せ
る
災
害
・
航

空
機
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

地
震
列
島
日
本
の
中
で
青
森

県
下
北
半
島
は
原
子
力
関
連

施
設
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

能
登
半
島
で
の
災
害
後
１
ヵ

月
を
見
て
も
悲
惨
な
状
況
で

す
。
原
発
施
設
が
機
能
不
全

に
な
る
事
は
無
か
っ
た

で
す
が
、
下
北
半
島
で

事
故
が
発
生
し
た
場
合

を
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
原
発
か
ら
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換

す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

黒
石
市　

成
田　

敏
春

黒
石
市　

成
田　

敏
春

原
発
の
安
全
性
は

原
発
の
安
全
性
は

　

昨
年
12
月
結
婚
し
ま
し

た
。
施
設
に
い
る
祖
母
に
彼

を
紹
介
。
認
知
症
で
す
が

「
お
め
で
と
う
」
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
ひ
と
つ
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
孝
行
で
き
ま
し
た
。

次
は
ひ
孫
で
す
ね
。

弘
前
市　

米
沢　

ま
み

弘
前
市　

米
沢　

ま
み

次
は
ひ
孫

次
は
ひ
孫  

!!

　
「
読
者
サ
ロ
ン
」
皆
さ
ん

の
お
話
を
読
ん
で
み
て
、
感

心
し
た
り
驚
い
た
り
涙
ぐ
ん

だ
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
参
考
に

な
り
ま
す
。
今
後
も
楽
し
み

に
し
て
ま
す
。

深
浦
町　

一
戸
千
夏
子

深
浦
町　

一
戸
千
夏
子

今
後
も
楽
し
み

今
後
も
楽
し
み

　

結
婚
２
年
目
、

40
代
で
や
っ
と
授

か
っ
た
我
が
子
。

そ
ん
な
中
、
自
分

の
病
気
も
い
ろ
い

ろ
と
見
つ
か
り
不

安
と
心
配
で
は
あ

り
ま
す
が
、
胎
動

を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
今
は
「
大

丈
夫
だ
よ
、
信
じ

て
!!
」
と
お
腹
の

子
に
励
ま
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
毎
日

で
す
。
そ
し
て
６

月
に
は
母
に
な
る

予
定
で
す
。
夫
婦

２
人
の
時
間
も
大

切
に
し
て
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
育
児

も
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

弘
前
市　

藤
田　

ゆ
き

弘
前
市　

藤
田　

ゆ
き

待
望
の
あ
か
ち
ゃ
ん

待
望
の
あ
か
ち
ゃ
ん

　

な
ん
と
、
90
歳
過
ぎ
て
の

手
配
り
と
は
、
頭
が
下
が
り

ま
す
。
亡
き
両
親
は
父
が
苦

し
か
っ
た
兵
隊
で
の
生
活

を
、
母
は
青
森
空
襲
で
空
が

真
っ
赤
に
な
る
の
を
津
軽
の

畑
か
ら
見
て
い
た
こ
と
を
話

し
て
く
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

弘
前
市　

ソ
ウ
ガ

弘
前
市　

ソ
ウ
ガ

「
読
者
サ
ロ
ン
」
を
読
ん
で

「
読
者
サ
ロ
ン
」
を
読
ん
で

　

今
年
後
期
高
齢
者
に
な
り

ま
す
。
さ
す
が
に
体
力
の
衰

え
を
感
じ
始
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
は
、
筋
ト
レ
を

し
て
体
力
を
つ
け
よ
う
と
決

心
を
。
腹
筋
や
ス
ク
ワ
ッ
ト

な
ど
、
無
理
し
な
い
で
長
続

き
す
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

五
所
川
原
市　

ナ
コ
の
ば
あ
ば

五
所
川
原
市　

ナ
コ
の
ば
あ
ば

筋
ト
レ
し
よ
う

筋
ト
レ
し
よ
う

　

昨
年
の
猛
暑
、
元
日

の
能
登
半
島
地
震
、
少

雪
暖
冬
の
気
象
。
地
球

規
模
で
の
異
常
事
態
を

感
じ
ま
す
。
つ
く
づ
く

普
通
っ
て
大
事
な
事
だ

と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

弘
前
市　

弘
前
城

弘
前
市　

弘
前
城

異
常
事
態
多
発

異
常
事
態
多
発

　

要
介
護
５
の
主
人
を
自
宅

で
介
護
し
て
い
ま
す
。
何
も

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
「
健
康
パ
ズ
ル
」
の
答

え
を
出
し
て
く
れ
た
の
に
は

び
っ
く
り
や
ら
嬉
し
く
て
二

人
で
泣
き
ま
し
た
。
主
人
も

ま
た
挑
戦
し
た
そ
う
で
、
楽

し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

弘
前
市　

チ
ャ
コ

弘
前
市　

チ
ャ
コ

楽
し
い
一
日

楽
し
い
一
日


